



























































































で、あった (A~E， H~J， L， N)。複数設定していたものは，授業場面に加えて就業体験の場，家
庭などの学校から離れた場所であり，基本的には習得されたスキルが般化されたかどうかの確認








V， X)，仲間と協力してスポーツに取り組む (U)，仲間と協力して役割分担して活動する (W)，こ
とを目標としていた。評価の方法としては，一連の学習の中で、のエピソードを列挙したもの (O~




























M 朝チャのレ会ンジタイム ・-宜怪T掛繍こ寧遣とわ臨けがなのりた合幸でや冒仕すりい吉す、葉事る1るEさこ遣のが世.やとい量ら部が言や、持分で葉札具担協き海粧合る在力L在し噌.たてし確量いり輔睡織し闘のし怠、金が、自で主吾ら分、輩量活蹄かめ同動ら士るに量予こで取報んと置り告で献組薫置で7むを葺きるを. 
N 記載なし -ひらがなシー トを活用して教師の質問に替える。







































































































































































































祉学， 45 (2)， 56-66 
7)宇都宮大学教育学部附属特別支援学校.(2014).子ども一人一人が輝く学校作り~本人・社会
のニーズに応じたキャリア教育と教育環境~
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